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幕張新都心モビリティコンソーシアム モビリティ利活用 PT 

（第 4 回）議事要旨 

 

時間： 2023 年 2 月 10 日(金) 13:30～14:30 

場所： オンライン開催 

出席： イオンモール株式会社 

株式会社 NTT ドコモ 千葉支店 

株式会社建設技術研究所 

コストコホールセールジャパン株式会社 幕張倉庫店 

シャープ株式会社 

株式会社 JTB コミュニケーションデザイン 

株式会社スパサンフジ 幕張温泉湯楽の里 

損害保険ジャパン株式会社 

株式会社千葉ステーションビル 

ビィー・トランセホールディングス株式会社 

東日本旅客鉄道株式会社 千葉支社 

株式会社幕張メッセ 

神田外語大学 

一般社団法人千葉県タクシー協会 

公益社団法人千葉市観光協会 

 千葉市 

 デロイト トーマツ コンサルティング合同会社 

以上（順不同） 

 

 

議題 

（1） 来年度の PT で取り組む内容や体制について 

ア. 今年度 PT の振り返りとアンケート結果の共有 

イ. グループワーク 

配布資料 

資料１ 第 4 回モビリティ利活用 PT 

議事内容 

1. 開会 

2. 議題 

（1） 来年度の PT で取り組む内容や体制について 

ア. 今年度 PT の振り返りとアンケート結果の共有 
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◼ 千葉市より資料 1 に沿って説明 

◼ 第 1 回 PT の振り返り 

➢ 昨年度モビリティ利活用 WG の回遊性向上 PT とモビリティ資源の最適化・

共有化 PT での検討内容の共有 

➢ 今年度はモビリティ・コンテンツ両輪での施策案の具体化、実行体制構築を目

標とすることの確認 

➢ グループワークではモビリティを活用した来訪者の回遊性向上施策の案だし、

モビリティステーション設置について立地面や機能面の観点から議論 

◼ 第 2 回 PT の振り返り 

➢ 昨年度と第１回 PT で出たアイデアのうち、実現性や回遊性向上へのインパク

ト、MaaS 連携の観点から 6 つの施策案に事務局で絞り込み、共有 

➢ グループワークでは、施策案の課題の洗い出しや実現に向けた検討、回遊性向

上施策の MaaS 連携について討議 

➢ モビリティステーション設置については、12 月 15 日(木)に OpenStreet 様運

営のさいたま新都心モビリティステーションを視察 

◼ 第 3 回 PT の振り返り 

➢ 施策 A（来訪者が訪れるイベント施設から周辺施設への回遊性向上）に関する

グループワークでは、MaaS アプリの 1 コンテンツとしてスタンプラリーを組

み込めると良いなどの意見が挙げられた 

➢ 様々なモビリティ、MaaS アプリを利用した回遊性向上施策に関するグループ

ワークでは、一部施設で導入されている乗合バスのコスト負担に関する意見

が挙げられた 

◼ アンケート結果の共有 

➢ 幕張新都心の回遊性向上によって得られる効果や期待 

 自社店舗の利用者増加や街全体の経済活性化が期待できるという意見が

全体の 6 割を占め、賑わいの創出が求められていることを再確認した 

➢ 現状の幕張新都心版エリアの「回遊」は実現していると感じているか 

 一定の「回遊」はあるものの、さらなる「回遊」が必要だということを再

確認した 

➢ 来年度取り組む施策 

 アンケートの結果、「施策 A」を軸とした取り組みに関して、実施主体を

筆頭に関係各社と横連携できる仕組みの構築を目指す 

➢ PT 体制について 

 中間まとめ報告会での会員からの意見に基づき、現行の体制に関するア

ンケートを実施。その結果、PT メンバーの参加目的に合った新たな体制

が必要という意見が多数 
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➢ 来年度の体制案 

 アンケート結果に基づき、来年度は具体的事案に対して実施主体(リーダ

ー)を筆頭に各 PT を設置することで、小規模で迅速に動ける体制にする

方針をとる 

イ. グループワーク 

テーマ：来年度の PT で取り組むべき内容や体制について 

◼ ワークシートを活用したグループワークを実施 

 

3. 連絡事項 

◼ 第 3 回横連携 WG を 2 月 28 日（火）15:30~16:30 にオンライン開催 

◼ 第 5 回総会を 3 月 10 日（金）14:30~15:30 に千葉市役所新庁舎（高層棟２階）に

て開催 

◼ 2023 年度コンソーシアム運営体制については、第 5 回総会にて決定後、正式にア

ナウンス 

 

4. 閉会 

以上 


